
　【基本の型】　　【基本の型】　（一）（一） 心眼心眼 （みずすましの目）（みずすましの目）

（（1/21/2））

　　

●●

●●

●●

　 り がん　 り がん

＊頭の肉眼＊頭の肉眼 ・・ 胸の心眼胸の心眼 ・・ はらの離眼はらの離眼
　 　 　 　 も 　 　 　 　 の　 　 　 　 も 　 　 　 　 の

　肉眼　肉眼 ：： 自己の外自己の外 （＝他の者（＝他の者 ・・ 物物 ・・ 霊）霊） を対象に観る目。を対象に観る目。

　心眼　心眼 ：： 自己の内を対象に観る目。自己の内を対象に観る目。

　離眼　離眼 ：： 自己の内と外を対象に観る目。自己の内と外を対象に観る目。

＊＊ “目は心の窓”、“目は心の窓”、 三つの目に対応する心三つの目に対応する心
　 　 かみこ こ ろ　 　 かみこ こ ろ

　肉眼　肉眼 ：： 上心＝憶上心＝憶 （こころ）、（こころ）、 イメージは窓　□イメージは窓　□
　 　 なかこ こ ろ　 　 なかこ こ ろ

　心眼　心眼 ：： 中心＝情中心＝情 （こころ）、（こころ）、 イメージは鏡　△イメージは鏡　△
　 　 し も こ こ ろ　 　 し も こ こ ろ

　離眼　離眼 ：： 下心＝性下心＝性 （こころ）、（こころ）、 イメージは玉　◯イメージは玉　◯

［１］［１］ 目を奥へ目を奥へ ：：
こ う と う こ つこ う と う こ つ 　 がいこ う と う り ゅ う き　 がいこ う と う り ゅ う き

　左手の人指し指と中指の爪の上に同じく右手の人指し指と中指の腹を重ね、　左手の人指し指と中指の爪の上に同じく右手の人指し指と中指の腹を重ね、 後頭部の中央後頭部の中央 （後頭骨の外後頭隆起）（後頭骨の外後頭隆起） を上下からはさむようにを上下からはさむように

　あてる。　あてる。 鼻から息を吸って口から吐きながら、鼻から息を吸って口から吐きながら、 ため息をつくため息をつく （唇は少し開けたままにして、（唇は少し開けたままにして、 閉じない）。閉じない）。 指が自然にはなれたら、指が自然にはなれたら、 次へ。次へ。

［２］［２］ 目を下へ目を下へ ：：
けいついけいつい

　両手を下へさげ、　両手を下へさげ、 左手の中指の爪の上に右手の人指し指の腹を＆左手の人指し指の爪の上に右手の中指の腹を重ね、左手の中指の爪の上に右手の人指し指の腹を＆左手の人指し指の爪の上に右手の中指の腹を重ね、 頸椎その７頸椎その７ （首と肩（首と肩
せき ついせき つい

　の境の脊椎）　の境の脊椎） を両側からはさむようにあてる。を両側からはさむようにあてる。 鼻から息を吸って口から吐きながら、鼻から息を吸って口から吐きながら、 ため息をつくため息をつく （唇は閉じない）。（唇は閉じない）。 指がはなれたら、指がはなれたら、 次へ。次へ。

［３］［３］ 心眼で観る心眼で観る ：：
ちんし んちんし ん てのひらてのひら 　 　 き ょ う こ つ　 　 き ょ う こ つ 　 　 　 　 　 なかこ こ ろ　 　 　 　 　 なかこ こ ろ

　手を前へ回し、　手を前へ回し、 右手の鎮心右手の鎮心 （掌の中央）（掌の中央） をむねの中央をむねの中央 （両乳首をむすぶ線と胸骨が交わる点から指６本上）（両乳首をむすぶ線と胸骨が交わる点から指６本上） の中心にあて、の中心にあて、 左手の小指左手の小指
　 　 　 し も こ こ ろ　 　 　 し も こ こ ろ 　 　 　 　 　 し 　 　 ん　 　 ず　 　 い　 　 　 　 　 し 　 　 ん　 　 ず　 　 い

　をはらの中央　をはらの中央 （おへそから指３本上）（おへそから指３本上） の下心にあてる。の下心にあてる。 むねの心眼でむねの心眼で、、 心心 ・・ 真真 ・・ 神髄の中を神髄の中をタテタテ （垂直）（垂直） に、に、 下心を観る。下心を観る。

※※続いて、続いて、 心眼を保ったまま心眼を保ったまま 【基本の型】【基本の型】 （二）（二） 呼吸呼吸＆＆ （三）（三） 元気元気へ。へ。

［肉眼を閉じて心眼を創るには］［肉眼を閉じて心眼を創るには］

かみこ こ ろかみこ こ ろ

上上 心心
肉眼肉眼

心眼心眼

り がんり がん

離眼離眼

　
　

し　

ん　

ず　

い

心
・
真
・
神
髄

（
心
眼
・
気
の
通
り
道
）

なかこ こ ろなかこ こ ろ

中中 心心

し も こ こ ろし も こ こ ろ

下下 心心

（後頭部の中央）（後頭部の中央）

（むねの中央）（むねの中央）

（はらの中央）（はらの中央）

は　らは　ら

［三つの眼と三つの心］［三つの眼と三つの心］

＊＊上下に２つずつ目を持つ水棲昆虫みずすましのように、上下に２つずつ目を持つ水棲昆虫みずすましのように、
　　胸の心眼　　胸の心眼 （１つ！）（１つ！） でからだの内を観ますでからだの内を観ます （内観）。（内観）。



　

諸
君
は
自
分
の
心
の
中
に
、
諸
君
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
日
本
の
歴
史
を
い
き
い
き
と
呼
び
起
こ
す
こ

と
が
で
き
る
。
諸
君
は
そ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
心
の
眼
に
よ
っ
て
ね
。
日
本
語
に
は

〈
心
眼
〉
と
い
う

面
白
い
言
葉
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
。
歴
史
は
、
諸
君
の
肉
眼
な
ん
か
で
見
え
る
も
の
じ
ゃ
な
い
、
心
眼
で
見
る

ん
だ
よ
。
生
物
学
が
い
う
眼
の
構
造
な
ど
、
非
常
に
抽
象
的
な
も
の
で
す
。
ベ
ル
グ
ソ
ン
は
、
人
間
は
眼
が
あ

る
か
ら
見
え
る
の
で
は
な
い
、
眼
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
見
え
て
い
る
の
だ
と
言
っ
て
い
る
よ
。
僕
の
肉
眼
は
、

僕
の
心
眼
の
邪
魔
を
し
て
い
る
ん
だ
。
そ
し
て
、
心
眼
が
優
れ
て
い
る
人
は
、
物
の
裏
側
ま
で
見
え
る
ん
だ
。　

　
                                           　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

（
小
林
秀
雄

『
学
生
と
の
対
話
』
新
潮
社　

p
.1

3
0

）

　

武
蔵
は
、
見
る
と
い
う
事
に
つ
い
て
、
観
見
二
つ
の
見
様
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
細
川
忠
利
の

為
に
書
い
た
覚
書
の
な
か
に
、
目
付
之
事
と
い
う
の
が
っ
て
、
立
会
の
際
、
相
手
方
に
目
を
付
け
る
場
合
、
観

の
目
強
く
、
見
の
目
弱
く
見
る
べ
し
、
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。
見
の
目
と
は
、
彼
に
言
わ
せ
れ
ば
常
の
目
、
普

通
の
目
の
働
き
方
で
あ
る
。
敵
の
動
き
が
あ
あ
だ
と
か
こ
う
だ
と
か
分
析
的
に
知
的
に
合
点
す
る
目
で
あ
る
が
、

も
う
一
つ
相
手
の
存
在
を
全
体
的
に
直
覚
す
る
目
が
あ
る
。
『
目
の
玉
を
動
か
さ
ず
、
う
ら
や
か
に
見
る
』
目

が
あ
る
。
そ
う
い
う
目
は
、
『
敵
合
近
づ
く
と
も
、
い
か
程
も
遠
く
見
る
目
』
だ
と
言
う
の
で
す
。
『
意
は
目
に

付
き
、
心
は
付
か
ざ
る
も
の
也
』
、
常
の
目
は
見
よ
う
と
す
る
が
、
見
よ
う
と
し
な
い
心
に
も
目
は
あ
る
の
で

あ
る
。
言
わ
ば
心
眼
で
す
。
見
よ
う
と
す
る
意
が
目
を
曇
ら
せ
る
。
だ
か
ら
見
の
目
を
弱
く
観
の
目
を
強
く

せ
よ
と
言
う
。

　

（
中
略
）自
己
を
知
る
工
夫
は
、
そ
の
ま
ま
歴
史
を
知
る
工
夫
に
通
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
筈
の
も
の
で
あ
り
ま

す
。　

　
　

                       　
　

　
　

　
     　

　
　

　

（
小
林
秀
雄

『
人
生
に
つ
い
て
』
中
公
文
庫　

p
p
.3

7
-
3
8

）

め
つ
け

一　

兵
法
の
目
付
と
い
ふ
事

か
ん
け
ん

　

か
ん

　

け
ん

　

目
の
付
け
や
う
は
、
大
き
に
広
く
付
く
る
※
目
也
。
※
観
見
二
つ
の
事
、
観
の
目
つ
よ
く
、
見
の
目
よ
は
く
、

せ
ん

た
ち

い
さ
さ

遠
き
所
を
近
く
見
、
ち
か
き
所
を
遠
く
見
る
事
、
兵
法
の
専
也
。
敵
の
太
刀
を
し
り
、
聊
か
も
敵
の
太
刀
を

だ
い
じ

こ
の

め
つ
け

見
ず
と
い
ふ
事
、
兵
法
の
大
事
な
り
。
工
夫
有
る
べ
し
。
此
目
付
、
ち
い
さ
き
兵
法
に
も
、
大
き
な
る
兵
法

か
ん
よ
う

に
も
、
同
じ
事
也
。
目
の
玉
う
ご
か
ず
し
て
、
両
わ
き
を
見
る
事
肝
要
也
。
か
よ
う
の
事
、
い
そ
が
し
き
時
、

に
わ
か

か
き
つ
け

じ
ょ
う
じ
ゅ
う

俄
に
は
わ
き
ま
へ
が
た
し
。
此
書
付
を
覚
え
、
常
住
此
目
付
に
な
り
て
、
何
事
に
も
目
付
の
か
わ
ら
ざ
る
所
、

　
　

ご
り
ん
の
し
ょ

能
々
吟
味
あ
る
べ
き
も
の
也
。    　

　
　

　
　

　
　

　
　

     　
　

　
　

（
宮
本
武
蔵
『
五
輪
書
』
岩
波
文
庫　

p
p
.4

6
-
4
7

）

※
目　

衍
か

※
観
見　

「
見
ト
云
ハ
、
目
許
ニ
テ
見
ル
事
也
。
観
ト
云
ハ
、
心
ニ
テ
観
ル
観
智
ノ
事
也
。
精
神
腹
ニ
治
テ

強
ク
成
ル
気
ヲ
発
シ
テ
見
ル
モ
ノ
也
」
（
宮
本
武
蔵

『
二
刀
一
流
極
意
条
々
』
）

（（2/22/2））


